
愛知県景気動向指数

　    　景気動向指数（CI)は景気変動の大きさやテンポ（量感）を表す指標です。

　　   　　景気の現況を示す一致指数は、２か月連続で前月を下回りました。

　　　　景気の先行きを示す先行指数は、５か月ぶりに前月を下回りました。

　　　　景気の現況に遅れて動く遅行指数は、４か月連続で前月を下回りました。

　

＜ＣＩの動き＞

　　

＜一致指数の前月差に対する個別系列の寄与度＞

＜各指数の推移＞

－18－

      2026年３月分

　一致指数の基調判断

　　○景気動向指数（ＣＩ一致指数）は、下方への局面変化を示している。

３月のＣＩ（2020年＝100）は、先行指数１２０．１、一致指数１２６．０、遅行指数１０５．６となりました。

単月 ３ か月後方移動平均 ７ か月後方移動平均

先行指数
3. 3ポイ ント 低下 0. 26ポイ ント 上昇 0. 40ポイ ント 上昇

（ ５ か月ぶり 低下） （ ５ か月連続上昇） （ ６ か月連続上昇）

一致指数
0.8ポイント低下 0.70ポイント上昇 0.20ポイント上昇

（２か月連続低下） (３か月連続上昇） (３か月連続上昇）

   

　     

遅行指数
1. 1ポイ ント 低下 1. 53ポイ ント 低下 0. 88ポイ ント 低下

（ ４ か月連続低下） （ 11か月連続低下） （ ８ か月連続低下）

こ の資料の内容は県統計課Ｗebサイ ト で御覧になれます。
ht t ps: //www. pr ef . ai chi . j p/si t e/ai chi t oukei /

プラスの系列 寄与度 マイナスの系列 寄与度

C3: 所定外労働時間投入度（ 製造業） 0.14 C7: 輸入通関実績 △ 0.58
C6: 人件費比率（ 製造業） 0.14 C4: 有効求人倍率（ 学卒除、 パート 含） △ 0.25
C2: 投資財生産指数 0.13 C5: 商業販売額 △ 0.20

C8: 延べ宿泊者数 △ 0.18
C1: 鉱工業生産指数 △ 0.03
C9: 電力需要実績（ 特別高圧） △ 0.02

（ 注） 斜体については暫定値である。

（ 注）「 ３ か月後方移動平均」 は今月値を 含む過去（ 後方） ３ か月分の平均値であり 、 足も と の基調の変化を つかみ
やすいと いわれ、 「 ７ か月後方移動平均」 は今月値を 含む過去（ 後方） ７ か月分の平均値であり 、 足も と の基
調の変化が定着し つつある こ と を確認するこ と ができ ると いわれています。

80

90

100

110

120

130

140

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2023年 2024年 2025年 2026年

先行指数

一致指数

遅行指数

( 2020年＝100）

あいちの景気動向
―あいちの景気動向指数―

2026年６ 月９ 日（ 火）
愛知県県民文化局統計課
地域経済グループ
担当 冨嶋、 杉浦
内線 5752、 2357
ﾀﾞ ｲﾔﾙｲﾝ 052-954-6109

https://www.pref.aichi.jp/site/aichitoukei/


目次

１．　CI関係

（１）　CI先行指数の動向 1

（２）　CI一致指数の動向 2

（３）　CI遅行指数の動向 3

（４）　CI時系列グラフ 4

（５）　CI時系列表 5

（６）　個別系列の数表 6

２．（参考）DI関係

（参考１）　DI方向変化表 7

8

（参考３）　DI時系列表 9

（参考４）　累積DIグラフ 10

３．　個別系列の概要 11

４．　景気動向指数の利用の手引き 12

５．　愛知県景気動向指数の算出方法の見直しについて ・・・・・・・・・・・・・・・・・17

（使用上の注意）

●

●

●

（参考２）　DI時系列グラフ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

愛知県景気動向指数

－2026年３月分－

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

遅行指数については、未公表系列「貸出約定平均金利（新規分）」があったため、その系列を除い
て作成しました。

一致指数の採用系列「延べ宿泊者数」について、2026年１月分調査で観光庁「宿泊旅行統計調査」
の層化基準の見直しが行われたため、2025年12月分以前は従業者数10人以上の施設、2026年１月分
以降は客室数20室以上の施設を使用しています。
そのため、2025年12月以前と2026年１月分以降の宿泊者数との間に不連続が生じています。

速報値を使用した系列「輸入通関実績」「延べ宿泊者数」、暫定値を使用した系列「電力需要実績
（特別高圧）」「普通営業倉庫保管残高」については、確報値等が公表された時点で再計算しま
す。



（１）ＣＩ先行指数の動向

①先行指数の推移
（ 2020年＝100）

　　景気の先行きを示す先行指数は、４か月ぶりに前月を上回りました。

②先行指数採用系列の寄与度
2025年 2026年

10月 11月 12月 １ 月 ２ 月 ３ 月

Ｃ Ｉ 先行指数 ( Leadi ng I ndex) 116. 0 117. 9 119. 3 122. 6 123. 4 120. 1

前月差（ ポイ ント ） △ 0. 2 1. 9 1. 4 3. 3 0. 8 △ 3. 3

L1 鉱工業製品在庫率指数 前月差 17. 8 △ 15. 2 △ 12. 9 △ 0. 1 2. 7 5. 0

寄与度（ 逆サイ ク ル） △ 1. 83 1. 88 1. 83 △ 0. 02 △ 0. 52 △ 0. 90

L2　 新設住宅着工床面積 対前月増減率（ ％） 0. 2 6. 3 2. 0 △ 5. 7 9. 8 △ 9. 9

寄与度 0. 00 0. 36 0. 10 △ 0. 41 0. 60 △ 0. 72

L3 乗用車新車登録届出台数 対前月増減率（ ％） △ 0. 8 0. 0 △ 4. 7 12. 3 △ 4. 8 △ 1. 6

寄与度 △ 0. 12 △ 0. 02 △ 0. 63 1. 47 △ 0. 67 △ 0. 23

L4 新規求人数（ 学卒除、 パート 含） 対前月増減率（ ％） 2. 3 △ 1. 6 △ 0. 3 2. 7 △ 6. 3 2. 8

寄与度 0. 27 △ 0. 23 △ 0. 06 0. 35 △ 0. 91 0. 39

L5 貸出月末残高（ 前年同月比） 　 前月差 △ 0. 1 △ 0. 3 0. 2 0. 5 △ 0. 4 △ 0. 3

寄与度 △ 0. 06 △ 0. 22 0. 30 0. 79 △ 0. 35 △ 0. 27

L6 中小企業売上来期見通し （ 四半期） 前期差 0. 0 0. 0 0. 0 0. 5 0. 5 0. 5

寄与度 △ 0. 18 △ 0. 17 △ 0. 16 △ 0. 02 △ 0. 01 0. 00

L7 日経商品指数（ ４ ２ 種総合） （ 前年同月比） 前月差 1. 6 0. 6 △ 0. 7 1. 9 1. 8 1. 3

寄与度 0. 53 0. 23 △ 0. 22 0. 73 0. 69 0. 52

L8 東証株価指数（ 前年同月比） 前月差 1. 0 2. 7 0. 7 7. 1 7. 2 △ 5. 0

寄与度 0. 07 0. 23 0. 04 0. 65 0. 68 △ 0. 48

L9 景気ウォ ッ チャ ー先行き 判断DI （ 東海） 前月差 3. 6 △ 2. 1 △ 1. 1 △ 2. 8 3. 2 △ 8. 4

寄与度 0. 80 △ 0. 50 △ 0. 26 △ 0. 65 0. 79 △ 1. 91

一致指数ト レ ンド 成分

寄与度 0. 39 0. 34 0. 38 0. 45 0. 46 0. 36

３ か月後方移動平均 116. 5 116. 7 117. 7 119. 9 121. 8 122. 0

前月差（ ポイ ント ） △ 0. 37 0. 20 1. 03 2. 20 1. 84 0. 26

７ か月後方移動平均 115. 2 116. 2 116. 9 118. 1 119. 0 119. 4

前月差（ ポイ ント ） 0. 38 0. 93 0. 72 1. 17 0. 90 0. 40

（ 注１ ） 逆サイ ク ルと は､指数の上昇､下降が景気の動き と 反対になるこ と をいう ｡｢Ｌ 1  鉱工業製品在庫率指数｣は逆サイ ク ルと なっ ており ､

　 　 　   し たがっ て、 指数の前月差がプラ スになれば、 Ｃ Ｉ 指数に対する寄与度のマイ ナス要因と なり 、 逆に前月差がマイ ナスになれば、

　 　 　   プラ ス要因になる。
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（２）ＣＩ一致指数の動向

①一致指数の推移
（ 2020年＝100）

　　景気の先行きを示す先行指数は、４か月ぶりに前月を上回りました。

②一致指数採用系列の寄与度
2025年 2026年

10月 11月 12月 １ 月 ２ 月 ３ 月

Ｃ Ｉ 一致指数 ( Coi nci dent  I ndex) 126. 5 124. 8 123. 9 127. 7 126. 8 126. 0

前月差（ ポイ ント ） 2. 0 △ 1. 7 △ 0. 9 3. 8 △ 0. 9 △ 0. 8

C1 鉱工業生産指数 対前月増減率（ ％） 7. 0 △ 8. 4 △ 1. 4 12. 7 △ 3. 2 △ 0. 3

寄与度 0. 62 △ 0. 66 △ 0. 18 0. 93 △ 0. 40 △ 0. 03

C2 投資財生産指数 対前月増減率（ ％） 8. 0 △ 5. 8 0. 3 8. 1 △ 4. 9 1. 3

寄与度 0. 74 △ 0. 57 0. 04 0. 75 △ 0. 48 0. 13

C3 所定外労働時間投入度（ 製造業） 対前月増減率（ ％） 0. 0 0. 0 0. 5 0. 5 △ 0. 6 0. 2

寄与度 △ 0. 05 0. 02 0. 38 0. 39 △ 0. 50 0. 14

C4 有効求人倍率（ 学卒除、 パート 含） 前月差 △ 0. 01 △ 0. 01 0. 00 0. 00 △ 0. 01 △ 0. 02

寄与度 △ 0. 16 △ 0. 15 △ 0. 04 △ 0. 03 △ 0. 14 △ 0. 25

C5 商業販売額 対前月増減率（ ％） 0. 7 1. 7 △ 1. 6 1. 4 0. 7 △ 0. 6

寄与度 0. 16 0. 44 △ 0. 49 0. 36 0. 17 △ 0. 20

C6 人件費比率（ 製造業） 対前月増減率（ ％） △ 6. 4 9. 0 1. 8 △ 10. 6 2. 9 △ 1. 1

寄与度（ 逆サイ ク ル） 0. 65 △ 0. 68 △ 0. 20 0. 96 △ 0. 33 0. 14

C7 輸入通関実績 対前月増減率（ ％） △ 5. 4 3. 2 0. 5 8. 1 10. 2 △ 9. 6

寄与度 △ 0. 28 0. 28 0. 10 0. 57 0. 70 △ 0. 58

C8 延べ宿泊者数 対前月増減率（ ％） 1. 8 1. 0 △ 5. 1 △ 7. 3 3. 6 △ 2. 7

寄与度 0. 21 0. 14 △ 0. 39 △ 0. 59 0. 37 △ 0. 18

C9 電力需要実績（ 特別高圧） 対前月増減率（ ％） 0. 6 △ 2. 7 △ 0. 7 2. 2 △ 1. 2 △ 0. 1

寄与度 0. 11 △ 0. 51 △ 0. 13 0. 41 △ 0. 23 △ 0. 02

３ か月後方移動平均 125. 2 125. 3 125. 1 125. 5 126. 1 126. 8

前月差（ ポイ ント ） 0. 30 0. 07 △ 0. 20 0. 40 0. 66 0. 70

７ か月後方移動平均 125. 5 125. 4 125. 0 125. 4 125. 5 125. 7

前月差（ ポイ ント ） 0. 07 △ 0. 17 △ 0. 36 0. 36 0. 17 0. 20

（ 注１ ） 逆サイ ク ルと は、 指数の上昇、 下降が景気の動き と 反対になるこ と をいう ｡｢C6　 人件費比率（ 製造業） ｣は逆サイ ク ルと なっ ており 、

　 　 　 　 し たがっ て、 指数の前月増減率がプラ スになれば、 CI 指数に対する寄与度のマイ ナス要因と なり 、 逆に前月増減率がマイ ナスに

　 　 　 　 なれば、 プラ ス要因になる。

（ 注２ ） 斜体については暫定値である。
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（３）ＣＩ遅行指数の動向

①遅行指数の推移
（ 2020年＝100）

　　景気の先行きを示す先行指数は、４か月ぶりに前月を上回りました。

②遅行指数採用系列の寄与度
2025年 2026年

10月 11月 12月 １ 月 ２ 月 ３ 月

Ｃ Ｉ 遅行指数 ( Laggi ng I ndex) 109. 0 110. 6 110. 2 107. 2 106. 7 105. 6

前月差（ ポイ ント ） △ 2. 8 1. 6 △ 0. 4 △ 3. 0 △ 0. 5 △ 1. 1

Lg1 普通営業倉庫保管残高 対前月増減率（ ％） △ 1. 7 △ 0. 2 0. 1 △ 2. 4 0. 4 0. 0

寄与度 △ 0. 69 △ 0. 10 0. 01 △ 0. 95 0. 12 △ 0. 01

Lg2　 常用雇用指数（ 製造業） （ 前年同月比） 前月差 0. 1 0. 2 0. 9 △ 0. 9 △ 0. 3 0. 1

寄与度 0. 17 0. 29 1. 23 △ 1. 30 △ 0. 48 0. 16

Lg3 雇用保険受給者実人員 対前月増減率（ ％） 0. 1 0. 2 0. 3 △ 1. 8 △ 1. 7 6. 8

寄与度（ 逆サイ ク ル） △ 0. 09 △ 0. 12 △ 0. 12 0. 62 0. 58 △ 2. 33

Lg4 名古屋市家計消費支出（ 前年同月比） 前月差 △ 17. 7 40. 8 △ 38. 0 △ 3. 3 △ 19. 6 9. 5

寄与度 △ 1. 00 1. 89 △ 2. 06 △ 0. 18 △ 1. 06 0. 67

Lg5 名古屋市消費者物価指数（ 前年同月比） 前月差 0. 1 △ 0. 2 △ 0. 9 △ 0. 5 △ 0. 2 0. 1

寄与度 0. 06 △ 0. 39 △ 1. 39 △ 0. 78 △ 0. 33 0. 11

Lg6 貸出約定平均金利（ 新規分） （ 前年同月比） 前月差 △ 13. 9 △ 2. 6 16. 4 △ 7. 5 3. 2

寄与度 △ 1. 62 △ 0. 31 1. 62 △ 0. 90 0. 29

一致指数ト レンド 成分

寄与度 0. 37 0. 32 0. 35 0. 40 0. 40 0. 32

３ か月後方移動平均 110. 9 110. 5 109. 9 109. 3 108. 0 106. 5

前月差（ ポイ ント ） △ 0. 23 △ 0. 40 △ 0. 54 △ 0. 60 △ 1. 30 △ 1. 53

７ か月後方移動平均 111. 5 111. 1 110. 7 110. 0 109. 6 108. 7

前月差（ ポイ ント ） △ 0. 92 △ 0. 40 △ 0. 33 △ 0. 70 △ 0. 43 △ 0. 88

（ 注１ ） 逆サイ ク ルと は、 指数の上昇、 下降が景気の動き と 反対になるこ と をいう ｡｢Lg3　 雇用保険受給者実人員｣は逆サイ ク ルと なっ ており 、

　 　 　 　 し たがっ て、 指数の前月増減率がプラ スになれば、 CI 指数に対する寄与度のマイ ナス要因と なり 、 逆に前月増減率がマイ ナスになれ

　 　 　 　 ば、 プラ ス要因になる。

（ 注２ ） 斜体については暫定値である。
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１　先 行 指 数

２　一 致 指 数

３　遅 行 指 数

　  （注）　シャドー部分は景気後退期を示す。

（４） Ｃ Ｉ 時 系 列 グ ラ フ
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１　　先　行　指　数 ( 2020年=100)

 1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月

2010年 91. 3 92. 4 96. 7 98. 9 95. 8 96. 6 98. 3 99. 4 102. 2 98. 7 100. 9 100. 7

2011年 103. 4 106. 4 102. 4 99. 3 102. 6 110. 8 114. 8 112. 8 109. 9 111. 9 112. 3 112. 0

2012年 112. 6 114. 9 116. 1 113. 4 114. 0 113. 0 112. 0 114. 6 110. 8 111. 5 112. 6 114. 4

2013年 117. 1 114. 6 114. 0 117. 3 123. 0 121. 8 125. 3 126. 7 127. 1 130. 6 131. 4 131. 0

2014年 129. 8 123. 7 122. 1 121. 1 118. 3 116. 4 116. 0 114. 6 114. 8 113. 4 113. 9 113. 0

2015年 112. 0 113. 0 111. 3 114. 2 114. 5 115. 0 113. 6 111. 1 109. 8 111. 6 108. 4 108. 6

2016年 108. 8 105. 8 105. 5 104. 3 103. 9 101. 0 105. 7 106. 5 108. 7 109. 4 111. 2 114. 0

2017年 115. 5 119. 4 118. 9 117. 4 117. 8 121. 6 119. 3 120. 4 121. 3 118. 7 121. 4 121. 2

2018年 120. 0 119. 0 117. 7 119. 7 120. 6 118. 9 118. 4 120. 1 116. 1 116. 2 114. 9 112. 7

2019年 114. 3 114. 6 114. 7 111. 3 112. 6 110. 0 108. 9 106. 9 106. 4 105. 6 108. 8 108. 0

2020年 104. 4 103. 1 99. 1 91. 8 90. 9 98. 6 99. 5 102. 0 101. 4 102. 1 101. 8 105. 4

2021年 107. 4 112. 1 115. 1 115. 6 113. 9 117. 0 116. 2 112. 7 112. 9 114. 5 114. 8 114. 0

2022年 111. 1 113. 1 116. 6 114. 7 113. 3 111. 3 110. 4 112. 1 110. 4 110. 8 113. 7 112. 3

2023年 114. 8 116. 4 115. 3 113. 0 115. 7 117. 0 116. 0 118. 7 118. 9 118. 5 116. 7 115. 9

2024年 118. 0 115. 2 116. 6 117. 5 117. 2 115. 9 115. 8 114. 9 115. 3 116. 7 116. 0 116. 5

2025年 116. 7 116. 6 113. 3 111. 4 114. 3 114. 4 117. 1 117. 3 116. 2 116. 0 117. 9 119. 3

2026年 122. 6 123. 4 120. 1

２　　一　致　指　数 ( 2020年=100)

 1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月

2010年 93. 2 94. 3 95. 0 96. 2 96. 8 97. 4 98. 8 99. 6 100. 2 100. 1 100. 7 100. 4

2011年 99. 9 101. 6 94. 0 89. 8 93. 2 100. 3 102. 6 107. 1 107. 0 109. 7 106. 5 109. 0

2012年 110. 7 111. 6 112. 5 113. 0 110. 5 111. 7 112. 0 110. 8 108. 3 106. 3 105. 2 108. 2

2013年 106. 3 108. 5 109. 4 112. 0 113. 3 112. 4 113. 9 114. 8 115. 3 116. 0 117. 0 118. 1

2014年 118. 5 118. 7 120. 3 118. 3 118. 6 117. 0 117. 0 115. 8 117. 4 116. 7 117. 2 117. 2

2015年 117. 2 116. 9 115. 9 117. 0 115. 1 116. 9 115. 2 116. 1 116. 3 116. 7 116. 5 114. 8

2016年 115. 0 111. 5 114. 6 112. 3 114. 7 114. 4 114. 4 114. 0 113. 7 114. 7 114. 8 115. 0

2017年 115. 7 116. 3 117. 2 118. 3 116. 3 117. 6 118. 9 121. 0 118. 6 119. 9 121. 1 122. 8

2018年 121. 2 122. 9 121. 4 121. 4 121. 5 121. 3 122. 6 121. 5 120. 1 121. 9 119. 8 119. 9

2019年 119. 5 122. 3 123. 2 122. 0 123. 2 122. 1 119. 4 119. 8 120. 4 115. 8 116. 7 115. 6

2020年 115. 5 112. 4 106. 5 96. 5 87. 2 89. 0 92. 3 96. 0 99. 1 101. 6 102. 8 101. 2

2021年 101. 4 101. 2 104. 0 104. 4 103. 7 107. 6 108. 2 103. 9 100. 3 103. 9 109. 7 112. 9

2022年 111. 0 111. 4 112. 4 113. 8 114. 4 114. 0 113. 9 116. 6 118. 5 116. 4 118. 6 119. 1

2023年 119. 0 119. 7 118. 9 119. 8 120. 8 122. 1 122. 5 122. 0 122. 1 123. 6 122. 9 123. 1

2024年 120. 7 119. 7 121. 8 121. 3 122. 3 121. 9 124. 5 121. 1 122. 8 123. 9 123. 4 124. 8

2025年 128. 3 126. 5 126. 0 126. 0 126. 4 125. 2 125. 6 124. 6 124. 5 126. 5 124. 8 123. 9

2026年 127. 7 126. 8 126. 0

３　　遅　行　指　数 ( 2020年=100)

 1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月

2010年 81. 7 85. 3 87. 8 85. 6 89. 4 89. 7 91. 2 92. 9 92. 0 92. 5 92. 5 91. 7

2011年 94. 2 94. 0 94. 3 94. 9 97. 4 95. 8 97. 2 96. 2 97. 1 98. 5 98. 6 100. 7

2012年 101. 9 103. 6 105. 0 107. 0 107. 5 105. 7 105. 1 104. 8 104. 0 102. 7 102. 1 101. 0

2013年 100. 6 98. 3 99. 0 101. 1 98. 9 101. 9 102. 5 103. 7 105. 6 106. 8 107. 3 107. 7

2014年 109. 4 111. 8 112. 2 114. 8 115. 4 115. 0 115. 3 112. 8 113. 7 111. 9 113. 2 111. 4

2015年 111. 3 110. 5 111. 9 106. 7 107. 6 105. 3 105. 3 107. 6 105. 3 105. 5 105. 0 109. 0

2016年 106. 7 107. 2 106. 2 109. 1 108. 4 107. 3 107. 8 106. 8 107. 2 108. 5 109. 9 107. 2

2017年 107. 0 105. 0 108. 1 109. 2 111. 7 110. 6 112. 4 111. 3 116. 6 109. 4 111. 4 112. 0

2018年 114. 0 112. 7 109. 9 110. 2 108. 5 110. 2 112. 6 111. 7 107. 6 112. 3 111. 0 108. 4

2019年 108. 1 104. 7 104. 6 107. 4 104. 1 106. 9 106. 3 107. 3 105. 1 103. 1 103. 8 104. 8

2020年 104. 7 105. 0 103. 0 102. 6 103. 8 102. 7 99. 3 96. 2 96. 9 96. 0 94. 8 95. 0

2021年 92. 0 94. 3 96. 1 93. 6 93. 0 93. 5 94. 5 98. 2 99. 8 99. 9 100. 4 101. 8

2022年 103. 1 100. 6 102. 4 104. 8 108. 3 108. 7 110. 3 109. 7 111. 8 113. 4 114. 2 113. 3

2023年 112. 5 111. 8 110. 4 110. 2 108. 2 107. 1 107. 4 108. 2 107. 5 108. 2 108. 8 108. 3

2024年 107. 2 107. 2 107. 3 108. 1 107. 8 109. 1 109. 3 108. 1 107. 4 108. 0 110. 0 109. 0

2025年 112. 6 114. 5 115. 4 113. 4 112. 5 112. 1 109. 7 111. 8 111. 8 109. 0 110. 6 110. 2

2026年 107. 2 106. 7 105. 6

 

（５） Ｃ Ｉ 時 系 列 表
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（６）　個 別 系 列 の 数 表

2025.  3 94. 5 534 24, 970 43, 453 3. 6 △ 21. 3 2. 1 0. 5 2025.  3 73. 9 95. 0 110. 6 111. 2 124. 5 898, 476 1, 685, 633 1, 633, 056
4 88. 5 247 26, 223 43, 958 4. 0 △ 18. 6 △ 2. 8 △ 6. 4 4 76. 4 94. 8 111. 6 108. 5 124. 4 849, 460 1, 792, 625 1, 630, 549
5 85. 8 294 26, 384 43, 539 4. 2 △ 4. 4 0. 0 5 74. 5 94. 9 112. 9 113. 0 124. 0 893, 338 1, 769, 952 1, 660, 615
6 89. 8 318 26, 146 41, 974 3. 8 △ 3. 4 1. 0 6 77. 5 94. 9 113. 2 109. 0 124. 0 869, 056 1, 642, 689 1, 693, 263
7 89. 4 378 25, 135 43, 339 4. 2 △ 24. 2 △ 1. 0 0. 6 7 76. 5 94. 3 112. 6 108. 9 124. 2 861, 347 1, 682, 780 1, 701, 308
8 93. 7 352 24, 497 42, 918 4. 0 △ 0. 5 17. 5 8 77. 5 94. 9 112. 7 108. 2 124. 3 861, 109 1, 736, 695 1, 658, 335
9 95. 3 344 24, 613 40, 917 4. 0 △ 0. 9 19. 2 9 79. 1 95. 1 112. 9 106. 3 124. 5 884, 165 1, 760, 474 1, 668, 502

10 113. 1 344 24, 412 41, 857 3. 9 △ 24. 3 0. 7 20. 2 10 74. 0 95. 2 113. 2 113. 7 124. 9 836, 630 1, 792, 784 1, 677, 813
11 97. 9 366 24, 407 41, 188 3. 6 1. 3 22. 9 11 80. 7 95. 4 113. 0 104. 1 125. 1 863, 647 1, 810, 383 1, 632, 409
12 85. 0 373 23, 253 41, 046 3. 8 0. 6 23. 6 12 82. 1 95. 6 113. 2 102. 6 125. 2 868, 051 1, 717, 843 1, 620, 240

2026.  1 84. 9 352 26, 115 42, 161 4. 3 △ 22. 8 2. 5 30. 7 2026.  1 73. 4 95. 7 114. 6 115. 6 125. 9 938, 499 1, 592, 348 1, 655, 847
2 87. 6 387 24, 865 39, 518 3. 9 4. 3 37. 9 2 75. 5 95. 4 114. 9 111. 9 126. 4 1, 033, 987 1, 649, 487 1, 635, 367
3 92. 6 348 24, 473 40, 634 3. 6 5. 6 32. 9 3 74. 7 95. 4 114. 5 111. 6 127. 7 934, 629 1, 605, 544 1, 633, 056

2025.  3 43. 6 111. 2 117. 7 100. 3 158. 2 140. 6 1. 31 277, 760 2025.  3 278, 839 △ 0. 1 24, 792 45. 0 4. 3 51. 0
4 40. 7 108. 5 120. 5 100. 5 155. 9 138. 2 1. 31 278, 934 4 277, 276 △ 0. 2 24, 586 25. 5 3. 9 47. 3
5 43. 0 113. 0 121. 8 99. 5 160. 5 143. 8 1. 29 277, 515 5 277, 779 △ 0. 2 24, 709 16. 4 4. 2 36. 2
6 44. 6 109. 0 118. 1 100. 0 160. 3 142. 8 1. 27 279, 256 6 273, 894 △ 0. 1 25, 261 8. 3 3. 9 49. 6
7 46. 2 108. 9 121. 8 99. 7 161. 1 144. 1 1. 27 278, 529 7 276, 236 △ 0. 7 25, 951 3. 4 3. 8 43. 6
8 47. 9 108. 2 112. 7 99. 6 158. 6 142. 0 1. 26 281, 138 8 281, 448 0. 1 26, 140 8. 3 3. 3 48. 7
9 47. 5 106. 3 112. 7 99. 7 160. 3 143. 3 1. 25 280, 327 9 282, 132 0. 3 26, 701 20. 5 3. 5 41. 4

10 51. 1 113. 7 121. 7 99. 7 161. 5 144. 4 1. 24 282, 233 10 277, 405 0. 4 26, 723 2. 8 3. 6 27. 5
11 49. 0 104. 1 114. 6 99. 7 158. 0 141. 2 1. 23 287, 087 11 276, 934 0. 6 26, 776 43. 6 3. 4 24. 9
12 47. 9 102. 6 114. 9 100. 2 156. 3 139. 1 1. 23 282, 380 12 277, 294 1. 5 26, 852 5. 6 2. 5 41. 3

2026.  1 45. 1 115. 6 124. 2 100. 6 161. 4 143. 0 1. 23 286, 400 2026.  1 270, 572 0. 6 26, 371 2. 3 2. 0 33. 8
2 48. 3 111. 9 118. 1 100. 1 157. 5 140. 3 1. 22 288, 431 2 271, 582 0. 3 25, 917 △ 17. 3 1. 8 37. 0
3 39. 9 111. 6 119. 6 100. 2 160. 3 142. 5 1. 20 286, 739 3 271, 582 0. 4 27, 682 △ 7. 8 1. 9

( 注１ )  斜体については暫定値である（ 一致指数の採用系列「 電力需要実績」 は前年同月値、 遅行指数の採用系列「 普通営業倉庫保管残高」 は前月値により 算出） 。

( 注２ )  季節調整は、 米国商務省センサス局で開発さ れたＸ -12ARI MAにより 行っ た。

( 注３ )  先行指数の採用系列「 中小企業売上来期見通し 」 は四半期毎に公表さ れる 。

( 注４ )  一致指数の採用系列「 延べ宿泊者数」 について、 2026年１ 月分調査で観光庁「 宿泊旅行統計調査」 の層化基準の見直し が行われたため、 2025年12月分以前は従業者数10人以上の施設、 2026年１ 月分以降は客室数20室以上の施設を 使用し ている。  

　 　    そのため、 2025年12月以前と 2026年１ 月分以降の宿泊者数と の間に不連続が生じ ている。
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（参考１） Ｄ Ｉ 方 向 変 化 表

系　 　 列　 　 名 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1　 鉱工業製品在庫率指数※ ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋ ＋ － － ＋ － － － － － ＋ ＋ ＋ －

2  新設住宅着工床面積 ＋ ＋ ＋ ＋ － － ＋ － － － ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ －

3　 乗用車新車登録届出台数 ＋ － － － ＋ ＋ ＋ － － ＋ － － － － － － ＋ ＋ ＋

4  新規求人数（ 学卒除、 パート 含） ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋ ＋ － － － － － － － － ＋ ＋ － －

5  貸出月末残高 － ＋ ＋ ＋ ＋ － － ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋ － － － ＋ ＋ －

6  中小企業売上来期見通し － ＋ ＋ ＋ － － － ＋ ＋ ＋ － － － － － － ＋ ＋ ＋

7  日経商品指数（ 42種総合） － － － ＋ － ＋ － － － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

8  東証株価指数 － － ＋ ＋ － － － － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

9  景気ウォ ッ チャ ー先行き 判断DI （ 東海) ＋ － － － － － － － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － －

先　 行　 Ｄ 　 Ｉ  ( %) 55. 6 55. 6 66. 7 55. 6 44. 4 44. 4 44. 4 22. 2 22. 2 66. 7 55. 6 44. 4 55. 6 33. 3 44. 4 66. 7 88. 9 77. 8 44. 4

1  鉱工業生産指数 － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － ＋ － － ＋ － － ＋ ＋ ＋

2  投資財生産指数 － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － ＋ ＋ － － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

3  所定外労働時間投入度（ 製造業） ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － － ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

4  有効求人倍率（ 学卒除、 パート 含） － ＋ ＋ ＋ ＋ Ｏ ＋ ＋ Ｏ － － － － － － － － － －

5  商業販売額 － － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

6  人件費比率（ 製造業） ※ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － － － － ＋ － － ＋ ＋ ＋

7  輸入通関実績 ＋ － － ＋ ＋ ＋ ＋ － － － ＋ － ＋ － ＋ － ＋ ＋ ＋

8  延べ宿泊者数 － － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － ＋ ＋ ＋ － － － －

9  電力需要実績（ 特別高圧） ＋ － － － ＋ ＋ － － ＋ ＋ ＋ － － － － － － ＋ ＋

一　 致　 Ｄ 　 Ｉ  ( %) 44. 4 44. 4 55. 6 88. 9 100. 0 94. 4 77. 8 33. 3 27. 8 33. 3 44. 4 22. 2 33. 3 55. 6 55. 6 33. 3 66. 7 77. 8 77. 8

1  普通営業倉庫保管残高 － － － ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋ － － ＋ ＋ ＋ － － － － －

2  常用雇用指数 － － ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － －

3  雇用保険受給者実人員※ ＋ ＋ － － － － ＋ ＋ ＋ － － － － － － － ＋ ＋ －

4  家計消費支出 － － － － ＋ ＋ ＋ ＋ － － － － ＋ － ＋ － － － －

5  消費者物価指数 － － － ＋ ＋ ＋ － － － － － － － － ＋ － － － －

6  貸出約定平均金利（ 新規分） ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － ＋ － － － － ＋ ＋

遅　 行　 Ｄ 　 Ｉ  ( %) 33. 3 33. 3 33. 3 50. 0 83. 3 83. 3 66. 7 83. 3 50. 0 16. 7 0. 0 50. 0 50. 0 33. 3 50. 0 16. 7 50. 0 33. 3 0. 0

（ 注１ ） 　 ３ か月前と 比較し て増加し た時は＋、 保合いの時はＯ 、 減少し た時は－を つける。

（ 注２ ） 　 ※は逆サイ ク ルを 示し 、 増加し た時は－、 減少し た時は＋をつける 。
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行
　
系
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系
　
列

2024年 2025年
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１　先 行 指 数
　 　  （ ％）

2
2
2
2

２　一 致 指 数
　　 　（％）

３　遅 行 指 数
　　 　（％）

　　（注）　シャドー部分は景気後退期を示す。

（参考２） Ｄ Ｉ 時 系 列 グ ラ フ
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１　　先　行　指　数 （ ％）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2010年 77. 8 66. 7 66. 7 77. 8 66. 7 38. 9 55. 6 66. 7 44. 4 33. 3 66. 7 55. 6

2011年 88. 9 77. 8 44. 4 33. 3 22. 2 66. 7 88. 9 77. 8 44. 4 61. 1 66. 7 44. 4

2012年 33. 3 55. 6 66. 7 61. 1 55. 6 33. 3 22. 2 55. 6 33. 3 55. 6 44. 4 77. 8

2013年 77. 8 77. 8 55. 6 44. 4 66. 7 66. 7 66. 7 66. 7 77. 8 100. 0 88. 9 77. 8

2014年 55. 6 44. 4 50. 0 22. 2 55. 6 33. 3 33. 3 33. 3 33. 3 22. 2 55. 6 44. 4

2015年 77. 8 66. 7 55. 6 66. 7 55. 6 88. 9 44. 4 33. 3 33. 3 44. 4 44. 4 33. 3

2016年 33. 3 33. 3 33. 3 33. 3 33. 3 22. 2 88. 9 77. 8 100. 0 77. 8 100. 0 88. 9

2017年 66. 7 88. 9 66. 7 66. 7 55. 6 77. 8 66. 7 77. 8 44. 4 66. 7 66. 7 55. 6

2018年 55. 6 44. 4 33. 3 55. 6 55. 6 55. 6 22. 2 44. 4 22. 2 33. 3 22. 2 44. 4

2019年 44. 4 44. 4 77. 8 55. 6 55. 6 22. 2 33. 3 11. 1 33. 3 22. 2 66. 7 55. 6

2020年 44. 4 33. 3 33. 3 22. 2 22. 2 44. 4 77. 8 88. 9 66. 7 77. 8 66. 7 55. 6

2021年 55. 6 88. 9 66. 7 66. 7 55. 6 66. 7 55. 6 44. 4 55. 6 33. 3 33. 3 33. 3

2022年 33. 3 38. 9 55. 6 77. 8 44. 4 22. 2 44. 4 44. 4 66. 7 55. 6 44. 4 55. 6

2023年 88. 9 66. 7 66. 7 33. 3 44. 4 55. 6 66. 7 66. 7 44. 4 77. 8 33. 3 22. 2

2024年 44. 4 33. 3 55. 6 33. 3 33. 3 33. 3 33. 3 44. 4 55. 6 55. 6 66. 7 55. 6

2025年 44. 4 44. 4 44. 4 22. 2 22. 2 66. 7 55. 6 44. 4 55. 6 33. 3 44. 4 66. 7

2026年 88. 9 77. 8 44. 4

２　　一　致　指　数 （ ％）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2010年 100. 0 100. 0 75. 0 75. 0 100. 0 62. 5 62. 5 62. 5 75. 0 43. 8 50. 0 25. 0

2011年 50. 0 50. 0 25. 0 25. 0 12. 5 87. 5 87. 5 100. 0 100. 0 100. 0 12. 5 37. 5

2012年 50. 0 87. 5 100. 0 50. 0 50. 0 37. 5 43. 8 50. 0 25. 0 12. 5 0. 0 18. 8

2013年 37. 5 62. 5 37. 5 100. 0 100. 0 87. 5 75. 0 37. 5 87. 5 87. 5 75. 0 75. 0

2014年 87. 5 75. 0 87. 5 50. 0 50. 0 12. 5 25. 0 12. 5 75. 0 50. 0 68. 8 37. 5

2015年 75. 0 62. 5 25. 0 62. 5 37. 5 68. 8 22. 2 66. 7 55. 6 77. 8 66. 7 38. 9

2016年 44. 4 22. 2 50. 0 11. 1 83. 3 66. 7 88. 9 44. 4 61. 1 55. 6 66. 7 66. 7

2017年 55. 6 77. 8 88. 9 88. 9 33. 3 66. 7 66. 7 88. 9 72. 2 55. 6 55. 6 88. 9

2018年 55. 6 66. 7 33. 3 55. 6 22. 2 55. 6 66. 7 66. 7 38. 9 33. 3 22. 2 55. 6

2019年 33. 3 66. 7 88. 9 66. 7 72. 2 27. 8 33. 3 11. 1 11. 1 0. 0 11. 1 11. 1

2020年 55. 6 33. 3 0. 0 11. 1 0. 0 11. 1 55. 6 77. 8 77. 8 88. 9 77. 8 72. 2

2021年 55. 6 44. 4 66. 7 77. 8 77. 8 88. 9 77. 8 55. 6 22. 2 33. 3 88. 9 100. 0

2022年 88. 9 77. 8 33. 3 66. 7 44. 4 44. 4 27. 8 66. 7 88. 9 66. 7 66. 7 50. 0

2023年 61. 1 55. 6 66. 7 55. 6 55. 6 66. 7 88. 9 55. 6 44. 4 66. 7 66. 7 66. 7

2024年 22. 2 22. 2 33. 3 44. 4 66. 7 44. 4 77. 8 44. 4 44. 4 44. 4 55. 6 88. 9

2025年 100. 0 94. 4 77. 8 33. 3 27. 8 33. 3 44. 4 22. 2 33. 3 55. 6 55. 6 33. 3

2026年 66. 7 77. 8 77. 8

３　　遅　行　指　数 （ ％）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2010年 66. 7 83. 3 83. 3 33. 3 50. 0 50. 0 83. 3 83. 3 66. 7 58. 3 33. 3 33. 3

2011年 50. 0 50. 0 66. 7 50. 0 66. 7 50. 0 50. 0 50. 0 50. 0 66. 7 50. 0 66. 7

2012年 58. 3 83. 3 66. 7 83. 3 66. 7 33. 3 33. 3 33. 3 33. 3 50. 0 50. 0 66. 7

2013年 66. 7 16. 7 50. 0 50. 0 50. 0 50. 0 50. 0 83. 3 66. 7 83. 3 66. 7 50. 0

2014年 66. 7 83. 3 75. 0 66. 7 66. 7 66. 7 50. 0 33. 3 50. 0 16. 7 66. 7 50. 0

2015年 50. 0 16. 7 75. 0 16. 7 33. 3 33. 3 50. 0 50. 0 50. 0 66. 7 33. 3 83. 3

2016年 66. 7 66. 7 16. 7 66. 7 50. 0 50. 0 50. 0 50. 0 50. 0 66. 7 83. 3 66. 7

2017年 66. 7 16. 7 41. 7 50. 0 100. 0 66. 7 83. 3 66. 7 100. 0 33. 3 50. 0 33. 3

2018年 66. 7 83. 3 50. 0 16. 7 16. 7 50. 0 83. 3 83. 3 33. 3 66. 7 50. 0 66. 7

2019年 16. 7 16. 7 66. 7 66. 7 33. 3 50. 0 33. 3 50. 0 50. 0 33. 3 50. 0 50. 0

2020年 83. 3 66. 7 50. 0 16. 7 33. 3 58. 3 66. 7 50. 0 50. 0 33. 3 50. 0 50. 0

2021年 16. 7 33. 3 50. 0 66. 7 33. 3 50. 0 33. 3 83. 3 83. 3 66. 7 66. 7 83. 3

2022年 83. 3 66. 7 50. 0 66. 7 100. 0 83. 3 100. 0 50. 0 66. 7 83. 3 83. 3 50. 0

2023年 50. 0 33. 3 50. 0 33. 3 33. 3 16. 7 16. 7 50. 0 50. 0 50. 0 50. 0 50. 0

2024年 50. 0 50. 0 33. 3 66. 7 41. 7 66. 7 50. 0 50. 0 33. 3 33. 3 33. 3 50. 0

2025年 83. 3 83. 3 66. 7 83. 3 50. 0 16. 7 0. 0 50. 0 50. 0 33. 3 50. 0 16. 7

2026年 50. 0 33. 3 0. 0

 

（参考３） Ｄ Ｉ 時 系 列 表
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　 　 　 　  　 　 　 （ 注１ ） 　 累積指数は、 各月のＤ Ｉ 指数を次式により 累積し たも のである。

　  　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 （ 累積Ｄ ． Ｉ ． ） t  = （ 累積Ｄ ． Ｉ ． ） t -1　 ＋　 （ Ｄ ． Ｉ ． －５ ０ ） t

　  　  　 　 　 　 　 　 　 　 　  各月のＤ Ｉ の場合、 ５ ０ ％切点が景気の「 山」 、 「 谷」 と 対応し 、 Ｄ Ｉ の「 山」 、 「 谷」 と 景気の「 山」 、 「 谷」

　 　  　  　 　 　 　 　 　 　 　  と がずれているのに対し 、 累積Ｄ Ｉ では、 その「 山」 と 「 谷」 が、 そのまま景気の「 山」 、 「 谷」 に対応し ており 、

　 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　  転換点を視覚的にと ら えやすい。 現在公表し ている累積Ｄ Ｉ は1963年１ ２ 月＝０ と し て月々累積し ている。

　 　 　 　 　  　 　 （ 注２ ） 　 先行指数は４ ０ ０ ０ 、 遅行指数は１ ０ ０ ０ を加算し ている。

　 　 　 　 　  　 　 （ 注３ ） 　 山・ 谷の日付は愛知県におけるも のである。
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系　 　 　 　 列　 　 　 　 名 内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 容 季節調整法等 作　 成　 機　 関 資　 　 　 料　 　 　 出　 　 　 所

 Ｌ １ 　 鉱工業製品在庫率指数 ※  X-12-ARI MA  県統計課  「 愛知県鉱工業指数」

 Ｌ ２ 　 新設住宅着工床面積 　 〃  県建築指導課  「 建築住宅着工統計概要」

 Ｌ ３ 　 乗用車新車登録・ 届出台数  普通乗用車、 小型乗用車、 軽自動車の合計 　 〃  愛知県自動車販売店協会  「 都道府県別、 車種別（ 登録ナンバー別） 、 新車登録台数」

 全国軽自動車協会連合会  「 軽四輪車県別新車販売台数」

 Ｌ ４ 　 新規求人数  学卒除きパート を含む 　 〃  愛知労働局  「 最近の雇用情勢」

 Ｌ ５ 　 貸出月末残高  地域銀行（ 国内銀行の東海3県内店舗）  前年同月比  日本銀行名古屋支店  「 東海３ 県の金融経済動向」

 Ｌ ６ 　 中小企業売上来期見通し  X-12-ARI MA  県産業政策課  「 中小企業景況調査結果」

 Ｌ ７ 　 日経商品指数（ 42種総合）  前年同月比  日本経済新聞社  「 日本経済新聞」

 Ｌ ８ 　 東証株価指数 　 〃  東京証券取引所  「 東証統計月報」

 Ｌ ９ 　 景気ウォ ッ チャ ー先行き判断DI ( 東海)  X-12-ARI MA  内閣府  「 景気ウォ ッ チャ ー調査」

 Ｃ １ 　 鉱工業生産指数  X-12-ARI MA  県統計課  「 愛知県鉱工業指数」

 Ｃ ２ 　 投資財生産指数 　 〃 　 〃  「 愛知県鉱工業指数」

 Ｃ ３ 　 所定外労働時間投入度（ 製造業）  総実労働時間（ 季） ／所定内労働時間（ 季） 　 〃 　 〃  「 あいちの勤労」

 Ｃ ４ 　 有効求人倍率  学卒除きパート を含む 　 〃  愛知労働局  「 最近の雇用情勢」

 Ｃ ５ 　 商業販売額  百貨店、 スーパー、 コ ンビニエンススト ア、 家電大型専門店、 　 〃  経済産業省  「 商業動態統計」 　

 ド ラ ッ グスト ア、 ホームセンタ ー販売額の合計

 Ｃ ６ 　 人件費比率（ 製造業） ※ （ きまっ て支給する給与指数（ 季） ×常用雇用指数（ 季） ） 　 〃  県統計課  「 愛知県鉱工業指数」 　  「 あいちの勤労」

／（ 生産指数（ 季） ×工業製品国内企業物価指数）  日本銀行  「 企業物価指数」

 Ｃ ７ 　 輸入通関実績   愛知県内４ 港の合計 　 〃  名古屋税関  「 管内貿易概況（ 速報） 」

 Ｃ ８ 　 延べ宿泊者数  2025年12月以前は従業者数10人以上の施設、 　 〃  観光庁  「 宿泊旅行統計調査」

 2026年１ 月分以降は客室数20室以上の施設

 Ｃ ９ 　 電力需要実績（ 特別高圧） 　 〃  資源エネルギー庁  「 電力調査統計」

 Lg１ 　 普通営業倉庫保管残高  １ ～３ 類、 危険品、 野積、 貯蔵そう 各倉庫の合計  X-12-ARI MA  中部運輸局 　 （ 当該資料送付）

 Lg２ 　 常用雇用指数（ 製造業）  前年同月比  県統計課  「 あいちの勤労」

 Lg３ 　 雇用保険受給者実人員 ※  X-12-ARI MA  愛知労働局  「 最近の雇用情勢」

 Lg４ 　 家計消費支出（ 名古屋市・ 二人以上の世帯）  前年同月比  総務省統計局  「 家計調査」

 Lg５ 　 消費者物価指数 　 〃 　 〃  「 消費者物価指数」

　 　 　 （ 名古屋市、 持家の帰属家賃を除く 総合）

 Lg６ 　 貸出約定平均金利（ 新規分）  地元銀行８ 行( 特殊要因調整後） 　 〃  日本銀行名古屋支店  「 東海３ 県の金融経済動向」

（ 注） ※は逆サイ ク ルを示す。
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４  景気動向指数の利用の手引き  

１  景気動向指数の概要 

  景気動向指数は、 生産、 雇用など様々な経済活動において重要かつ景気に敏感な指標の動き を 統合

するこ と によっ て、 景気の現状把握や将来予測及び景気転換点（ 景気の山・ 谷） の判定に資する総合的

な景気指標である。 Ｃ Ｉ （ Composi t e I ndex） は、 採用系列の変化率を合成、 累積するこ と により 経済

活動を数量的に総合化し 、景気変動の相対的な大き さ やテンポと いっ た量感を 把握し よう と するも ので

あり 、 Ｄ Ｉ （ Di f f usi on I ndex） は、 採用系列の変化方向を 合成するこ と により 景気転換点の判定等に

利用するこ と を 目的と し ている。 両指数と も 、 経済活動間における景気のタ イ ムラ グを利用し て先行、

一致、 遅行の３ 指数で構成さ れている。  

なお、 景気動向指数は、 各経済部門から 選ばれた指標の動き を 統合し て、 単一の指標によっ て景気を

把握し よう と いう も のであり 、すべての経済指標を総合的に勘案し て景気を捉えよう と するも のではあ

り ません。  

 

２  Ｃ Ｉ の作成方法 

（ １ ）「 外れ値」 処理をし ない四分位範囲基準化変化率等を 算出 

①「 外れ値」 処理をし ない対称変化率（ )(tri ） を 算出する（ 系列が０ または負の値を と る場合や内

容が比率になっ ている場合は差を と る。）。  

)1()(
)1()(

200)(
−+
−−

 =
tyty
tyty

tr
ii

ii
i  

)(tri ＝ )(tyi － )1( −tyi     （ )(tyi は第 i 指標の t 時点での値）  

  ②ト レンド （ 合成平均変化率（ )(ti ）） と 四分位範囲基準化変化率（ )(tZ i ） を 算出する。  

   ト レンド （ 合成平均変化率（ )(ti ））  

個別指標の対称変化率（ または差） の過去５ 年間（ 60 か月） における平均 

    
60

)(
)( 59

 
−==

t

tn
i

i

nr
t  

四分位範囲基準化変化率（ )(tZ i ）  

対称変化率（ )(tri ）、 ト レ ンド （ 合成平均変化率（ )(ti ）） を用いて乖離の程度を表す。  

ii

ii
i

QQ
ttrtZ
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)()()(

−
−
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 （ iQ3 は四分位範囲の第３ 分位、 iQ1 は四分位範囲の第１ 分位）  

 

③四分位範囲基準化変化率（ )(tZ i ） の中央値を「 共通循環変動」（ )(tZC ） と する。  

 

（ ２ ）「 外れ値」 処理の対象を 選定 

①「 外れ値」 処理をし ない四分位範囲基準化変化率から 「 共通循環変動」 を 差し 引いた「 系列固有

変動」（
')(tZ i ） を 算出し 、 こ れから 「 共通循環変動」 を 除いた対称変化率（

')(tri ） を 算出する。

その対称変化率を 「 外れ値」 処理の対象と する。  

')(tZ i ＝ )(tZ i － )(tZC  

')(tri  =
')(tZ i ×( iQ3 － iQ1 ) ＋ )(ti  
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②「 外れ値」 処理の実施 

 「 共通循環変動」 を除いた対称変化率（ ')(tri ） に、 閾値と し て定数 'k を与え、 ')(tri の「 外れ値」

を処理する。  

  ))(( '
1 tri = 

    - 'k (
'3iQ -

'1iQ ) : ')(tri <- 'k (
'3iQ -

'1iQ )  

        ')(tri          :  - 'k (
'3iQ -

'1iQ ) < ')(tri < 'k (
'3iQ -

'1iQ )  

        'k (
'3iQ -

'1iQ )  :  'k (
'3iQ -

'1iQ ) < ')(tri     

（
'3iQ -

'1iQ は ')(tri の四分位範囲( 1980. 01‐ 2025. 12) ）  

（ 'k は 1985. 01‐ 2025. 12 の間、 一致指数の採用系列（
')(tr Ci ） の５ ％相当分を「 外れ値」 と し て

算出する値）  

 

・ 系列固有変動のみを「 外れ値」 処理し た対称変化率（ ))(( '
2 tri ） を算出する。  

  ))(( '
2 tri = ))(( '

1 tri ＋
共通)(tri  

 

（ ３ ） 個別系列のト レンド （ 合成平均変化率）（ )(ti ） を算出 

  ・「 外れ値」 処理し た対称変化率（ ))(( '
2 tri ） を用いて過去５ 年間（ 60 か月） における平均を算出

する。  
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))((
)( 59
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（ ４ ） 個別系列の四分位範囲基準化変化率（ )(tZ i ） の算出 

  ・（ ２ ） ②及び（ ３ ） から 算出さ れた対称変化率、 ト レンド （ 合成平均変化率）、 四分位範囲を用い、

四分位範囲基準化変化率を算出する。  

    )(tZ i =
ii

ii

QQ
ttr

13
)())(( '

2

−
−  

       

（ ５ ） 各指標を構成する個別指標 )(ti 、 )(tZ i 、 iQ3 － iQ1 を平均し 、 各指標のＣ Ｉ 一致指数ト レンド

（ 合成変化率）（ )(t ）、 合成四分位範囲基準化変化率（ )(tZ ）、 合成四分位範囲（ 13 QQ − ） を求め

る。 こ れら を合成し 、 各指数の合成変化率 )(tV を求める。  

    
k

t
t

k

i
i 

== 1
)(

)(
 

      k は構成指標数 
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i
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== 1
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    13 QQ −  =
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QQ
k

i
ii 

=
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)13(
 

)(13)()( tZQQttV  −+=    

（ ６ ） 各指数の合成変化率Ｖ ( t ) を月々累積し 、 基準年次を１ ０ ０ と する 指数化を行う こ と によっ て最終

的なＣ Ｉ を算出する。  

)(200
)(200)1()(
tV
tVtItI

−
+

 −=   （ t ＝2, 3, 4・ ・ ・ n Ｉ ( 1) =100 ）  

100)()(  =
I
tItCI    I は基準年次の年平均 

 

３  Ｄ Ｉ の作成方法 

（ １ ） 採用系列の毎月の値（ 原則と し て季節調整値） を３ か月前の値と 比較し て、 増加し た時には＋、

保合いの時は０ 、 減少し た時は－と いう 変化方向を 与える（ 逆サイ ク ルの系列については符号が逆

になる。）。  

（ ２ ） 先行、 一致、 遅行の各系列群ごと に採用系列数に占める 拡張系列数（ ＋の数） の割合（ ％） を 求

め、 Ｄ Ｉ と する。  

Ｄ Ｉ ＝拡張系列数／採用系列数×１ ０ ０ （ ％） ＊保合い（ ０ ） の場合は０ ． ５ と し てカ ウント する。  

 

４  利用の仕方 

Ｃ Ｉ では、 一致指数が３ か月後方移動平均値などでみて上昇基調にある 時が景気拡張局面、 低下基

調にある 時が後退局面を示し 、 一致指数の山、 谷の近く に景気の山、 谷があると 考えら れる 。  

一方、 Ｄ Ｉ では、 景気を 二局面に分割する 考え方を 用いており 、 一致指数が基調と し て５ ０ ％を 上

回っ ている 時が景気の拡張局面、 ５ ０ ％を下回っ ている 時が後退局面に相当し 、 ５ ０ ％ラ イ ン を 上か

ら 下へ切る 時点の近く に景気の山、 下から 上へ切る 時点の近く に景気の谷がある と 考えら れる 。 ただ

し 、 近年、 部門間の跛行性も 目立つため大半の部門に景気変動が波及し ている（ Ｄ Ｉ が 100％あるいは

0％に近い） こ と を確認する こ と も 必要である。  

また、 Ｃ Ｉ 、 Ｄ Ｉ と も 先行指数は、 一般的に一致指数に数か月先行する こ と から 景気の先行き を 予

想し 、 遅行指数は一致指数に数か月遅行するこ と から 景気の転換点や局面の確認等に利用する。  

Ｄ Ｉ は個別指標の変化率を 合成し たも のではないため、 Ｄ Ｉ の水準自体の変化は景気変動の大き さ

や振幅と は直接的には無関係である のに対し 、 Ｃ Ｉ の変化の大き さ は景気の拡大・ 後退のテン ポを示

し ており 、 その時々の景気の量感を 把握する こ と ができ る。 こ のよ う に、 Ｃ Ｉ はＤ Ｉ の限界を 補う 特

性を持っ ており 、 Ｄ Ｉ によ る 質的な判断と Ｃ Ｉ によ る 量的な分析と いう 相互補完的な利用によ っ て景

気変動を より 的確にと ら えるこ と ができる 。  

 

５  景気基準日付 

  景気循環の局面判断や各循環における 経済活動の比較、 愛知県と 全国の景気循環の比較などのため、

主要経済指標の中心的な転換点である 景気基準日付（ 景気の山、 谷） を 設定し ている。  

  景気基準日付は、 一致系列によ る Ｈ Ｄ Ｉ （ Hi st or i cal  Di f f usi on I ndex＝個別系列の不規則変動

を 除外し てＤ Ｉ と 同じ 方法で計算し たも の） の動き を 中心と し て他の主要経済指標の動き を 参考に設

定する。  
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愛知県の景気基準日付 

（ 注） 全国比の数字は全国の景気基準日付とのズレを表し、 ＋は遅行、 －は先行を示す。  

第16循環の「 山」「 谷」 は暫定である。  

 
＜参考＞国の「 ＣＩ による景気の基調判断」 の基準 

本基調判断については、 当月のＣＩ 一致指数の前月差が一時的な要因に左右され安定しないため、 ３ か月後方移動平均と７ か月後方移

動平均の前月差を中心に用い、 当月の変化方向（ 前月差の符号） も踏まえ、 行う 。  

なお、 ３ か月後方移動平均と７ か月後方移動平均は、 変化方向（ 前月差の符号） に加え、 過去３ か月間の前月差の累積も用いる。  

《 基調判断の定義と基準》  

基調判断 定義 基準 

①改善 景気拡張の可能性が高いことを示す。  

・ 原則として３ か月以上連続して、 ３ か月後方移動平均が上
昇 

・ 当月の前月差の符号がプラス 

②足踏み 
景気拡張の動きが足踏み状態になって

いる可能性が高いことを示す。  

・ ３ か月後方移動平均（ 前月差） の符合がマイナスに変化し、
マイナス幅（ １ か月、２ か月または３ か月の累積） が１ 標準
偏差分以上 

・ 当月の前月差の符号がマイナス 

③局面変化 

(注１ , ２ )  

上方への

局面変化 

事後的に判定される景気の谷が、それ以

前の数か月にあった可能性が高いこと

を示す。  

・ ７ か月後方移動平均（ 前月差） の符号がプラスに変化し、プ
ラス幅（ １ か月、２ か月または３ か月の累積） が１ 標準偏差

分以上 
・ 当月の前月差の符号がプラス 

下方への

局面変化 

事後的に判定される景気の山が、それ以

前の数か月にあった可能性が高いこと

を示す。  

・ ７ か月後方移動平均（ 前月差） の符号がマイナスに変化し、
マイナス幅（ １ か月、２ か月または３ か月の累積） が１ 標準

偏差分以上 
・ 当月の前月差の符号がマイナス 

④悪化 景気後退の可能性が高いことを示す。  

・ 原則として３ か月以上連続して、 ３ か月後方移動平均が下    

 降 
・ 当月の前月差の符号がマイナス 

⑤下げ止まり 
景気後退の動きが下げ止まっている可

能性の高いことを示す。  

・ ３ か月後方移動平均（ 前月差） の符号がプラスに変化し、プ
ラス幅（ １ か月、２ か月または３ か月の累積） が１ 標準偏差

分以上 
・ 当月の前月差の符号がプラス 

上記①～⑤に該当し ない場合は、 前月の基調判断を踏襲する。  

(注１ )  

・  「 ①改善」 または「 ②足踏み」 から、「 ④悪化」 または「 ⑤下げ止まり」 に移行する場合は、「 ③下方への局面変化」 を経る。  

なお、「 ①改善」 または「 ②足踏み」 から、「 ③下方への局面変化」 に移行した時点で、 既に景気後退局面に入った可能性が高いことを暫定的に 

示している。  

・  「 ④悪化」 または「 ⑤下げ止まり」 から、「 ①改善」 または「 ②足踏み」 に移行する場合は、「 ③上方への局面変化」 を経る。  

なお、「 ④悪化」 または「 ⑤下げ止まり」 から、「 ③上方への局面変化」 に移行した時点で、 既に景気拡張局面に入った可能性が高いことを暫定的に 

示している。  

(注２ )「 ①改善」 または「 ②足踏み」 となった後に「 ③上方への局面変化」 の基準を満たした場合、 及び、「 ④悪化」 または「 ⑤下げ止まり」 となった後に

「 ③下方への局面変化」 の基準を満たした場合、「 ③の局面変化」 は適用しない。  

(注３ )特記すべき事項があれば、 基調判断に付記する。  

(注４ )定義の欄の「 景気拡張」 及び「 景気後退」 については、 すべて暫定的なものとする。  

(注５ )正式な景気循環（ 景気基準日付） については、 CI 一致指数の各採用系列から作られるヒスト リカルDI に基づき、 景気動向指数研究会での議論を踏ま

えて、 経済社会総合研究所長が設定するものである。  

 

循環 谷 山 
全国

比 
谷 

全国

比 

期間 

拡張 後退 全循環 

第 ５ 循 環 

第 ６ 循 環 

第 ７ 循 環 

第 ８ 循 環 

第 ９ 循 環 

第 1 0 循 環 

第 1 1 循 環 

第 1 2 循 環 

第 1 3 循 環 

第 1 4 循 環 

第 1 5 循 環 

第 1 6 循 環 

 

1965 年12 月 

1971 年12 月 

1975 年5 月 

1977 年9 月 

1983 年2 月 

1987 年4 月 

1993 年12 月 

1999 年4 月 

2001 年12 月 

2009 年3 月 

2012 年11 月 

1964 年11 月 

1970 年6 月 

1973 年12 月 

1977 年１ 月 

1980 年2 月 

1985 年5 月 

1991 年6 月 

1997 年5 月 

2000 年12 月 

2007 年10 月 

2012 年4 月 

( 2019 年4 月)  

+1 

-1 

+1 

0 

0 

-1 

+4 

0 

+1 

-4 

+1 

+6 

1965 年12 月 

1971 年12 月 

1975 年5 月 

1977 年9 月 

1983 年2 月 

1987 年4 月 

1993 年12 月 

1999 年4 月 

2001 年12 月 

2009 年3 月 

2012 年11 月 

( 2020 年5 月)  

+2 

0 

+2 

-1 

0 

+5 

+2 

+3 

-1 

0 

0 

0 

 

54 か月 

24 か月 

20 か月 

29 か月 

27 か月 

50 か月 

41 か月 

20 か月 

70 か月 

37 か月 

( 77 か月) 

13 か月 

18 か月 

17 か月 

8 か月 

36 か月 

23 か月 

30 か月 

23 か月 

12 か月 

17 か月 

7 か月 

( 13 か月) 

 

72 か月 

41 か月 

28 か月 

65 か月 

50 か月 

80 か月 

64 か月 

32 か月 

87 か月 

44 か月 

( 90 か月)  
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愛知県CI 一致指数による基調判断の推移

前月差 前月差 前月差

11 118. 6 2. 2 117. 8 0. 66 116. 1 0. 69  景気動向指数（ Ｃ Ｉ 一致指数） は、 改善を 示し ている。 （ 2022年2月から ） 改善

12 119. 1 0. 5 118. 0 0. 20 116. 7 0. 67  同上 改善

1 119. 0 △ 0. 1 118. 9 0. 87 117. 4 0. 71  同上 改善

2 119. 7 0. 7 119. 3 0. 37 118. 3 0. 83  同上 改善

3 118. 9 △ 0. 8 119. 2 △ 0. 07 118. 6 0. 33  同上 改善

4 119. 8 0. 9 119. 5 0. 27 118. 8 0. 19  同上 改善

5 120. 8 1. 0 119. 8 0. 36 119. 4 0. 62  同上 改善

6 122. 1 1. 3 120. 9 1. 07 119. 9 0. 50  同上 改善

7 122. 5 0. 4 121. 8 0. 90 120. 4 0. 49  同上 改善

8 122. 0 △ 0. 5 122. 2 0. 40 120. 8 0. 43  同上 改善

9 122. 1 0. 1 122. 2 0. 00 121. 2 0. 34  同上 改善

10 123. 6 1. 5 122. 6 0. 37 121. 8 0. 67  同上 改善

11 122. 9 △ 0. 7 122. 9 0. 30 122. 3 0. 45  同上 改善

12 123. 1 0. 2 123. 2 0. 33 122. 6 0. 32  同上 改善

1 120. 7 △ 2. 4 122. 2 △ 0. 97 122. 4 △ 0. 20  同上 改善

2 119. 7 △ 1. 0 121. 2 △ 1. 06 122. 0 △ 0. 40  同上 足踏み

3 121. 8 2. 1 120. 7 △ 0. 44 122. 0 △ 0. 02  同上 足踏み

4 121. 3 △ 0. 5 120. 9 0. 20 121. 9 △ 0. 12  同上 足踏み

5 122. 3 1. 0 121. 8 0. 87 121. 7 △ 0. 18  同上 足踏み

6 121. 9 △ 0. 4 121. 8 0. 03 121. 5 △ 0. 15  同上 足踏み

7 124. 5 2. 6 122. 9 1. 07 121. 7 0. 20  同上 改善

8 121. 1 △ 3. 4 122. 5 △ 0. 40 121. 8 0. 06  同上 改善

9 122. 8 1. 7 122. 8 0. 30 122. 2 0. 44  同上 改善

10 123. 9 1. 1 122. 6 △ 0. 20 122. 5 0. 30  同上 改善

11 123. 4 △ 0. 5 123. 4 0. 77 122. 8 0. 30  同上 改善

12 124. 8 1. 4 124. 0 0. 66 123. 2 0. 36  同上 改善

1 128. 3 3. 5 125. 5 1. 47 124. 1 0. 91  同上 改善

2 126. 5 △ 1. 8 126. 5 1. 03 124. 4 0. 29  同上 改善

3 126. 0 △ 0. 5 126. 9 0. 40 125. 1 0. 70  同上 改善

4 126. 0 0. 0 126. 2 △ 0. 76 125. 6 0. 46  同上 改善

5 126. 4 0. 4 126. 1 △ 0. 04 125. 9 0. 35  同上 改善

6 125. 2 △ 1. 2 125. 9 △ 0. 26 126. 2 0. 26  同上 改善

7 125. 6 0. 4 125. 7 △ 0. 14 126. 3 0. 12  同上 改善

8 124. 6 △ 1. 0 125. 1 △ 0. 60 125. 8 △ 0. 53  景気動向指数（ Ｃ Ｉ 一致指数） は、 足踏みを 示し ている。 改善

9 124. 5 △ 0. 1 124. 9 △ 0. 23 125. 5 △ 0. 29  同上 改善

10 126. 5 2. 0 125. 2 0. 30 125. 5 0. 07  同上 改善

11 124. 8 △ 1. 7 125. 3 0. 07 125. 4 △ 0. 17  同上 改善

12 123. 9 △ 0. 9 125. 1 △ 0. 20 125. 0 △ 0. 36  景気動向指数（ Ｃ Ｉ 一致指数） は、 下方への局面変化を 示し ている。 改善

1 127. 7 3. 8 125. 5 0. 40 125. 4 0. 36  同上 改善

2 126. 8 △ 0. 9 126. 1 0. 66 125. 5 0. 17  同上 改善

3 126. 0 △ 0. 8 126. 8 0. 70 125. 7 0. 20  同上 改善

2026

2025

月

7か月後方移動平均

1. 36

0. 97

（ 1985年1月から 2025年12月まで）

3か月後方移動平均

CI 一致指数の「 振幅」 の目安（ 標準偏差）

2022

2023

2024

年
（ 参考） 現在のCI 値

による 基調判断
愛知県の基調判断（ 公表当時のまま）

7か月後方移動平均単月 3か月後方移動平均
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５  愛知県景気動向指数の算出方法の見直し について 

 

  本県では､内閣府が２ ０ １ １ 年９ 月公表分から 採用し た CI の計算方法の変更に従っ て､２ ０ １ ３ 年１ 月公

表分より 同様の手法及び「 外れ値」（ 異常値） 処理を用いて算出するこ と と し まし た。 また、 近年における経

済構造の変化を考慮し 、 より 的確に景気動向を把握するこ と ができるよう にあわせて採用系列の一部見直し

も 行いまし た。  

 

 ○CI の計算方法の変更 

１  内閣府による新手法の採用 

   世界金融危機や東日本大震災のよう なマク ロショ ッ ク が発生し 、 多く の系列にその影響が同時に発    

現する「 共通循環変動」 と 、 ある時に個別の系列において「 外れ値」（ 異常値） が発生する「 系列固有変

動」 を分解し 、「 系列固有変動」 に限定し て「 外れ値」 処理を行う 方法を採用し まし た。   

 

２ 「 外れ値」（ 異常値） 処理 

 CI は、 各採用系列の変動の平均値と し て算出さ れます。 こ のため、 ある系列に「 外れ値」 が発生し   

た場合に CI が大きく 変動するこ と があり ます。  こ う し た大きな変動が発生し ないよう 、 採用系列ごと

に、 変動の上限・ 下限値を設定し 、 その上限・ 下限値を超える変動が生じ た場合には、 その変動を上限・

下限値に置き換える「 外れ値」 処理を行う こ と と し まし た。 その結果、 指数の平滑度が外れ値処理をし

ない場合より 高く なり ます。  
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景気動向指数採用系列の新旧対照表 

 旧 系 列（ 2024 年１ 月分以降）  新 系 列（ 2026 年１ 月分以降）  

先 

行 

系 

列 

１  鉱工業製品在庫率指数（ 逆サイ ク ル）  

２  新設住宅着工床面積 

３  乗用車新車登録届出台数 

４  新規求人数（ 学卒除、 パート 含）  

５  貸出月末残高（ 前年同月比）  

６  中小企業売上来期見通し （ 四半期）  

７  日経商品指数（ 42 種総合）（ 前年同月比）  

８  東証株価指数（ 前年同月比）  

９  景気ウォ ッ チャ ー先行き判断 DI （ 東海）  

 

 

 

 

 （ 以上９ 系列）  

同左 

同左 

同左 

同左 

同左 

同左 

同左 

同左 

同左 

 

 

 

 

（ 以上９ 系列）  

一 

致 

系 

列 

１  鉱工業生産指数 

２  投資財生産指数 

３  所定外労働時間投入度（ 製造業）  

４  有効求人倍率（ 学卒除、 パート 含）  

５  百貨店・ スーパー販売額 

（ 既存店調整値）（ 前年同月比）   

６  人件費比率（ 製造業）（ 逆サイ ク ル）  

７  輸入通関実績 

８  延べ宿泊者数（ 従業者数 10 人以上）  

９  電力需要実績（ 特別高圧）  

 

 

 

（ 以上９ 系列）  

１  鉱工業生産指数 

２  投資財生産指数 

３  所定外労働時間投入度（ 製造業）  

４  有効求人倍率（ 学卒除、 パート 含）  

５  商業販売額 

６  人件費比率（ 製造業）（ 逆サイ ク ル）  

７  輸入通関実績 

８  延べ宿泊者数 

９  電力需要実績（ 特別高圧）  

 

 

 

 

（ 以上９ 系列）  

遅 

行 

系 

列 

１  普通営業倉庫保管残高 

２  常用雇用指数（ 製造業）（ 前年同月比）  

３  雇用保険受給者実人員（ 逆サイ ク ル）  

４  名古屋市家計消費支出（ 前年同月比）  

５  名古屋市消費者物価指数（ 前年同月比）  

６  貸出約定平均金利（ 新規分）（ 前年同月比）  

 

 

 

 

（ 以上６ 系列）  

同左 

同左 

同左 

同左 

同左 

同左 

 

 

 

 

（ 以上６ 系列）  

（ 注） 系列に記載のないも のは季節調整値である。  

別 表 
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